
本事業への参加目的と主な取り組み

参加目的 努力家で能力の高い外国人材の２人がもっと活躍できる環境をつくってあげたい

参加背景

５年間の経験を活かす挑戦
 ・N2をすでに取得している２人の外国人材が、
日本語力の向上に加えて、学んできた農業の
基礎知識や専門用語を活かし、作業者から責
任者へのステップアップ
・日本の食文化に慣れ、生活環境も安定、日
本に残り、経験を積んでいきたいと考え、特定
技能２号取得を目指す。

主な
取組み

・生活環境の改善 ー 寮のプライベート空間の確保
・処遇の改善 ー 必要なことは、文章化

・試験対策 ー 特定技能２号試験直前の
　　　　　　　　　激熱勉強会
・就業規則の変更 ー責任者（特定技能2号）は
　　　　　　　　　　　　　時給+100円を明記など　　　　
・地域との交流 ー キャンプ体験、収穫体験など

補助金
活用用途 寮の改修、　郷土芸能（神楽）の鑑賞、体験
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試験の
対策方法

・農協の営農指導員に来ていただき、野菜以外の花や果樹についての勉強会を実施（２回）
・労働安全の部分は、JGAP指導員に来ていただき、勉強会を実施（１回）
・労働基準法の部分やそのほかの部分は、事前に調べて教える



最後に
改めて、弊社が考える「外国人材を受け入れる考え方・スタンス」とは・・・・
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　「人と人」として信頼関係を築き、一人一人の社員を育てる感覚で教育する。
　そして、能力に見合ったポジションに配置し、そこに見合った給与や手当を支給する

神楽鑑賞・体験した後、
地域の方々との集合写真


